４　橋津丹波屋の千石船の船型と構造
船　　型
（１）船　　型

　丹波屋の造船は、桑名町、伊勢屋重兵衛造船問屋の造船による「八百石積」船で、天明元年４月の道具附帳によって判明した。天明７年丁未冬１２月、菊屋七郎兵衛・播磨屋九兵衛書林の発行にかかる「増補大坂図」によると、木津川の寺嶋丁の右岸に桑名町があり、船御番所並御船庫EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7([寺嶋丁]しも),が其の下)にある。木津川・三軒屋川が続くが、丹波屋の船を後に「かこひ船」にした大坂三軒屋船囲場が近くに在る。

　１８世紀、伊勢船の本場伊勢地方では伊勢船に代わってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふたなり),二形)船が建造されているが、「伊勢屋」の屋号から伊勢地方で造船に従事して後に大坂に移ったものであろう。


　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(べざい),弁才)船の近世的廻船大成によって衰微し、１９世紀には、遠州地方の材木積として使用される程度にすぎなくなった。

　畿内および瀬戸内では二形船と弁才船が主力であり、二形は船首形状が２つの形式を混用し、上部を箱型、下部を水切りのよい尖鋭なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みよし),水押)造りとする。


　中世末期ごろから近世前期にかけて大型廻船の代表的存在として、瀬戸内のみならず、西は九州、東は紀勢、関東・南部といった広範な地域まで流布したが、弁才船の帆走性能向上と経済性の高い近世的廻船に脱皮しようとしていた。
弁　才　船
　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(べざい),弁才)船の重要寸法が８５０石積で、帆の反数が２１反、航長は４７．８尺、肩幅２４．３尺、深さ８尺で、羽賀瀬船（越前船・俗ハカイソ・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とも),舳)の形、鳥の羽かひのごとく、凡７・８００石積の舟なり）は木綿帆が普及した１８世紀になっても莚帆を使い、帆の長さが極端に短いため、積石数の割に反数が多かった。６００石積で３０反というように弁才船に比して４割以上も多い。

　船底が平らなため、帆走性能は順風以外では低劣であったに違いないから、横風・逆風に備えて多数の漕手を乗せる必要があり―明和９年（１７７２）の例では５００石積で１１人乗、弁才船に比べて５割も多く、１８世紀になっても中世的廻船そのままで、弁才船の進出によって、１８世紀中葉には北国船ともども主流の座から追われる原因となった。

　天明元年、８００石積道具附の丹波屋船は帆の長さは２０反、弥帆３反で、帆むしろ・有の儘と記されている。


　帆は天明５年（１７８５）松右衛門帆といった改良された織布が製作された。従来の布地２枚を重ねて四子糸と呼ぶ太い糸で刺し子のように縫い合わせた帆で製作に手間のかかる割に丈夫でなかった、これが刺帆である。帆むしろと記載があり綿布が普及するまでも又普及しかけても帆はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むしろ),筵)であった。雨にあうと転覆する危険が大きく、そのため櫓を漕ぐ水夫を多ぜい乗せる必要があったが８００石積道具附には、わんが１０人前、さら１０人前、水はづ、米びつ、火どこ、めしつぎ、おしき、やかん、なべ、かま、手桶等の記載から乗組員１０人であったことが分かる。

　航路の難易、積荷の性質により多少の増減があったようであるが、道具附に見るように１０人の乗組員が８００石積船の構成で、船員は船員、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かじとり),楫取)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おやじ),親仁)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まかない),賄)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かこ),水主)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かしき),炊)で、「御手船方御仕法帳」によると船頭、賄、楫取、表仕、水主となっている。丹波屋のように居船頭といって船持のことで、船主を兼ねたものを直乗船頭といい、２艘以上の船持は、自ら船に乗ることなく、雇船頭を沖船頭といって海上勤務のみをさせた。

　天明元年の橋津丹波EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o(\s\up 7(（與）),屋与右)衛門の「乍恐口上之覚」の古文書によると雇船頭として小島屋平助が丹波屋船に乗船させている。

　安永１０年丑２日の御勘定所宛の橋津丹波屋与右衛門船書上控によると、居船頭与右衛門永主共拾弐人・積込七五〇石・帆弐拾弐端（反）の覚書（瀧川文書）がある。

　味噌桶は調味料としての味噌丈けでなく、副食とし、干物や生野菜も積み込み、航海中にはときに魚を釣って食べることもあったであろう、まな板１ツ、ほう丁壱枚等の炊事調理道具もみられ、これはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かしき),炊)の仕事であった。

　航海に必要な飲料水は「水はず」としてある水槽に水を満たしていて寄港地で補給した。海上では船の動揺によって水が常にゆさぶられるので簡単に腐敗することはなかった。

　「廻船安乘録」に、「出帆の時は呑水、飲米、塩、味噌、薪見はからゐ貯ふべし。乘出しては別而諸色倹約を用ひ、水は猶更諸事大切に失墜をはぶくべきなり。」とあり船中の心得の１つとされた。

三　社　宮
　三社宮、神酒德利、花生、がく（額）１枚、等にみられるように船内に航海守護神を祭った。三社宮は特に伊勢神宮、石清水八幡宮、および加茂神社（または春日神社）の称であるが、湊大明神、美保両神社、大社御祈禱　　　　守護の御札や御神像と船霊様に供えた「ハヤ緒と銭さし」が古い和紙に包んで神棚に供えてあり、この包み紙に丹波屋与右衛門の名前が記されていて、安永１０年の覚書による「七五〇石積船」を所持し廻船問屋で船主と船頭をかねていた。

　本来船の中央の檣の控え柱となる筒のところに凹を彫って納め込むものである。瀬戸内の琴平の金比羅さんは航海安全を守る神として最も尊崇された。

　以上の神々が三社宮に祭ったものである。


　船体と船道具について簡単に説明を述べることにする。船体は３部に分けて、前部をおもて（表）、中部をどのま（胴の間）、後部をとも（艫）と呼称するが「船用集」には、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ともへ),舳艫)の項によると船の前後の総名として「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(へ),艫)」を船首部、また「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とも),舳)」を船尾部とし、現在の用字法と逆になっている。

　胴の間は船体の中央部の総称として用いられるが、別義として、淦間船梁と腰当船梁の間を言う場合がある。


　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みおし),水押)は船首材で、材料は楠が多く用いられた。


　船内の各部は隔壁がなく、船首より船尾部に、小間・二ノ間・三ノ間・淦間・胴ノ間・屋形・矢倉・艫楼となっている。「小間EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（オモテ）),艫)一番の間」、小間の甲板は投揚錨をする場合に水子たちが作業する場所である。二ノ間梁より縦根太を設け、その上に筧を取り付け水捌としている。二ノ間は二ノ間梁と三間梁の間の間で水子等の室となっている。二ノ間の船底部は索具等の収納場所で、後方は荷物を積む船倉となっている。「三ノ間」は三間船梁と表淦間船梁の間といっている。「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あかま),淦間)」表淦間船梁と塗間船梁の間、胴の間の表の間をいう、又船底に溜る水をあかといい、これを一所に聚留して、すっぽんの作用を以て引き揚げる間で、船底の淦の集まる所の意味である。胴ノ間は船体中央部の総称で、三ノ間も含めて胴の間を積荷場所と荷船では１船に呼んでいたようである。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やかた),屋形)は腰当船梁から床船梁までの間の艫廻りの上船梁面に設けられた広間で、屋形内は乗組員の食事等生活の場となる。又轆轤や艫の飛蝉等があり、帆を巻き上げるとき、碇を揚げるときなど轆轤を利用する作業の際の乗組員活動の場所ともなる。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さんじや),三社)は物見の右側上・中・下の３段の戸棚があり、上を神棚とし、中を仏間、下を貴重品の戸棚とし、それぞれを「神棚」「三社の仏間」「三社下の戸棚」ともいう。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やぐら),矢倉)は船体の上甲板で、航海中EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かじ),舵)をとり帆を巻く等の乗組員の活動の場となる。矢倉の中央付近を前後に走る歩の間は帆柱を立て、または倒すのに必要な間隙、いわゆる柱道となっている。

　水上語彙には「矢倉・船EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やぐら),楼)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ともやぐら),尾楼)・拝棚・柁楼・同大船は総矢倉なり。表矢倉、へ矢倉あり。荷舟大船には孫EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひさし),庇)あり。小船はへ矢倉のみなり」とある。


　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ともやぐら),艫楼)は矢倉に続く最後部の上甲板で、尻棚の直上の甲板である。


　伝馬込は艫側にある開ノ口と共に、舷側に設けられた船内への出入り口で、伝馬船を船上に収容するとき引き込む所で、空船のときは、この所が乗り組み員の乗降口となり、また荷役口にもなった。

　輪軸・定滑車は船内に装備されている絞車・胴・飛蝉などの輪軸や定滑車で、車の心木で車軸と伝導軸、軸心の固定している滑車を定滑車という。


　重量物の移動に用いられる道具にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ろくろ),絞車)（輪軸）や滑車があり、人力で円筒状の木を回転し、これにより綱を巻き、綱の他端に取り付けた重量物を動かす装置が絞車であり、物を移動する際、力の方向を変えるのに滑車が用いられた。「船用集」にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なんば),南蛮)・飛車・飛蝉・胴・轆轤・絞車・車知の名が挙げられている。南蛮とは動滑車のことで、飛車・飛蝉も滑車であるが、これは定滑車で、綱を張る方向を変えたり、摩擦を少なくするために使用された。胴は回転する円木で滑車と同様の役割をした。轆轤は大型の胴で巻胴の類である。

船の構造
（２）船の構造

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かじ),舵)は船尾に設け、航海中、船の保針・変針など操船に不可欠のものである。舵の長さは深さの３倍２～３分、幅は千石船で船幅の４掛である（寸法書）。

　舵の各部の名称は、みき（身木）・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かしら),頭)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おおめ),大目)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あな),穴)（上大目、下大目）は舵柄を取り付ける穴である。床口は舵の身木を床船●の丸口に当て回転する部分。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はだつけ),肌付)は身木の前方に付き添わせ、下部を補強し、水切を取り付ける部分。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はいた),羽板)は舵板である。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しもざん),下桟)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なかざん),中桟)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみざん),上桟)の桟は舵板の補強のため取り付けた横桟。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しものはさみ),下挾)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ざん),桟)は浅い海で舵の下端が海底に触れて傷まないためのものである。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みずきり),水切)（潮切）は船の進行時の抵抗を減殺させ、舵が軽くとれる。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みづこしの),水越)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あな),穴)は舵の身木に設けた穴で、ここに水腰綱を通して舵をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つ),吊)る。かぢづか（柁柄・舵柄）は舵頭に取り付け、舵を左右に回す柄で、大きさは身木の２分の１角で、柄端に行くに従って細くなり２分の１位になる。上面に３個のつくを打ち込み、これにどんすを取り付けて舵を左右に回した。つく（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つく),釻)）はどんすを舵柄に取り付けるため「つく」が舵柄の上面に打ち込まれている。
舵の索具
　和船の舵は引き上げ式なのが特徴で、船底よりも深く入っている舵の保護は重要で、河口港に限らず干満差の大きい瀬戸内海なども同様な問題がある。


　舵への取付索として、かぢまきつな・かしらつな・ゆりこし大水越・小水越綱・しりかけつな・うしろかけつな、舵柄の取付索として、どんすが取り付けられた。

帆　装　具
　ほばしら（檣・帆柱・帆檣）は１本柱の方がよいが、用材が得難いために大船はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たいまつばしら),松明柱)と称し、中心に杉の大木を用い、多くのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せめ),責)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こみ),込)と称する鉄の帯金で締め固めた。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(けた),桁)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まわ),廻)りは帆桁の当たる場所で角を取り丸くして帆桁を回しやすいようにしている。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せみはさみ),蝉挾)は帆柱の上部に蝉を挟んで打ち付けた長い材で、蝉より上へ余る最上部をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はず),筈)という。筈の部分に筈緒の上端が取り付けられる。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せみ),蝉)は帆柱の上端近くにあり、帆、碇、舵、伝馬、荷物等の重量物を上下したり移動する場合、重量物に取り付けた綱を、この蝉の滑車を通して絞車座へ取り、絞車で巻く。
帆柱の索具類
　はしらひき（柱引）は帆柱を立てたり倒したりするときに、船の首尾へ引く綱である。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おりこみ),折込)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つな),綱)（根上綱）は帆柱を立てるとき折込鐶に付けて柱の基部を下ろす。帆柱を倒すときは引き上げるから根上綱とも呼ばれ、この作業に使用するてこをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おりこみ),折込)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(てこ),手子)といい、碇を下ろすときにも使用された。あまからみ（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あまからみ),天緘)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なわ),縄)）は帆柱を帽子あるいは筒挾に固縛する綱で、しゅろ綱が使用された。はずを（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はづ),筈)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(を),緒)）は帆柱の筈に取り付けて船首の方へ張る静索で、荢綱が使用され、帆と触れ合う上部の方は数珠玉のようにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほづりくだ),帆擢管)（小枕）が付けられている。
帆柱の起倒と固定
　帆の巻き立ては、筈緒を船首の滑車を経てロクロへ導き巻いて立てたが、筈緒だけでは長さが足りないから、筈緒に別の索を継いで使用したとみられる。


　檣は船底にある子持這座に檣の下端の這座を檣の自重を利用して十分はめ込ませ、檣下端の位置を防止し、檣下部の「えりかた」が檣を受ける筒の「えりかた」とくい合って檣の左右への振れを制し、檣の「あまがかり」部を雨がからみ索により筒挾に固縛して、檣の固定を十分にし、船首方向へは支索として筈緒をとっている。

　檣は一たん立てたら、航海中の一時的な船の停泊時に倒すことはなかった。帆を下ろし、檣は立てたままの状態で停泊した。檣を倒すのは航海が完了し、長期に船を停繫する場合に限られる。檣を倒すときは立てるときのように檣を船尾方向へ倒して艫車立の胴にもたせかけ、筒挾後方で正横方向に索を１本張り渡す。檣下部を根起索で引き上げながら、檣下端部を子持に沿って上方へ滑べらせ檣を倒してゆくと、艫車立で支えられた檣は、その重心で檣下部の方が上昇し、正横方向の張り索に支えられるから、艫車立、筒挾の胴の上を船首方向へ移動させ、表車立・筒挾・艫車立の胴上に横置する。

　帆桁は帆の上縁に取り付けた円材で、帆の上げ下ろし及び風に対する釣り合わせは、この帆桁に取り付けられた身縄・ツボオロシ及び手縄等の索により行われた。帆桁の材料には杉が多く用いられた。

　帆桁の索具は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うちまわし),打廻)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(けたうちまわし),桁打廻)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みなは),水縄)は帆桁の揚げ下ろしに使用した綱で、荢綱が用いられた。水縄留は、身縄の端をつぼにして留める栓である。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(てなわとめ),手縄留)・手縄根緒・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(て),手)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なはまき),縄巻)の車等があるが「船用集」には説明はされていない。


　帆は錦帆・繡帆・絹帆・木綿帆・布帆・笹帆（網代帆）・席帆・蒲帆・筵帆といろんな材料で作られた帆を挙げているが、いわゆる後期の大和型船には帆の材料としては、木綿帆の刺帆・松右衛門帆が用いられたとあるが筵帆も使用されていた。松右衛門帆は天明５年（１７８５）播州高砂の工楽松右衛門が創案した帆布で、太い木綿糸をもって縦糸２筋・横糸２筋（ただし両耳の幅2寸ほどは縦糸１筋にする）で２尺５寸という大幅の厚い布地に織り上げたもので、織帆とも呼ばれ、刺帆が製作に手間がかかる割に弱かったので、この丈夫な新帆布は化政期以後になると急速に普及したものである。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほじるし),帆印)は帆に印した家紋、そのほかの記号であるが、各藩御召船には定紋が使用されたが、一般の荷船ではほとんど使用をみない。帆１反の幅の黒色まれに朱色の縦線（なかには２反幅あるいは逆に１反に達しない幅のものもある）を用い、その長短・条数・表示位置等により区別された。そのほかに縦線でなく横線のものもあった。
帆の索具
　りょうほ（両方綱・両方帆）は帆の左右の縁に取り付けられた数本の帆綱で、帆桁を風位に応じて旋回したあと、これらの索を適当に張って、帆を風に対して釣り合わせるための索である。

　弥帆は船首部貫木の所に弥帆柱を立てて展張したが、弥帆柱は帆の展張の有無にかかわりなく、航海中は常時立てられていた。弥帆は本帆と構造艤装上の相違は余りない。弥帆展張の図柄は文化・文政期より古い時代のものに比較的多い。

帆の手入
　帆は航海が終了した時期に大坂で取り外し、手入れを行うのが北前船の例である。帆を外すには、帆を下ろしながら帆の中央の大掛け合わせを解いてゆく、帆は降下し終わると中央かつ左右に二分され、翌年はこの左右を振り替えて使用した。

　これは耳の傷みが中央より大きいので毎年振り替え使用をおこなうのである。取り外した帆は、洗って翌年まで格納しておくが、帆を洗う場合は反別にかけ合わせを解いて細分するが、索具類も同時に取り外してまとめる。帆を洗うには伝馬船の敷板をまくり、底栓を抜いて水船状態にし、本船より大廻しをとってつり下げ、帆布の両耳を数人でつかんで振りながら洗った後、桁に掛けつり揚げて数日間乾かす。乾燥したら常苫の下で更に陰干しにした後、帆の修理・復旧をして、これが終わると左右両分した状態で帆をたたんで格納しておく。

　いかり（碇・鉄碇）は船を海底に繫柱するための道具である。「碇」の字が示すように古くは石をくくって用いたが、鉄製の４爪錨が用いられ、船の大きさにより使用碇の大きさや数を異にしていた。「船用集」には「本邦千石積の舟に用いる処、鉄碇八頭其一番碇と云者重量八拾貫目余也。是則五百斤に当れり。其大船に至ては重百貫目余におよべり。」とある。

船中安全


富貴万福








